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安全上の規則
対象の積載物に対して適切な⾝体保
護具を着用してください。業界団体
等の指針を遵守してください。

安全ラベルは剥がしたり、汚したり
しないでください。

リフターにはいかなる改造も⾏わな
いでください（「限定的保証」を参
照）。

リフターは、定められた「運用環
境」でのみ使用してください（「使用
対象」を参照）。

リフターが損傷している状態、動作
不良のある状態、欠損部品がある状
態で運用しないでください。

バキュームパッドの密閉エッジに切
れている箇所がある場合や損傷があ
る場合には、リフターを運用しない

でください。

このリフターで破損したガラスをリ
フトしないでください。

最⼤積載量を超過することがな
いようにしてください。また、
本リフターの設計上対象となら

ない積載物をリフトしないでください（「使
用対象」を参照）。

最⼤積載量ラベルや安全ラベル
が剥がれている状態または判読
しづらい状態でリフターを運用

しないでください。

リフターを取り付ける前に、積載物
の接触面とすべてのバキュームパッ
ドに汚れがないことを確認してくだ

さい（「メンテナンス」を参照）。

リフトを⾏う前に、バキュームパッ
ドを適切に積載物に配置してくださ
い（「操作」の「積載物上でリフタ

ーの位置を設定する」を参照）。

バキュームインジケーターが不⼗分
な真空状態を示している場合には、
積載物をリフトしないでください。

予期しない積載物の開放による怪我を
防止するよう、リフターに関係者以外
が近づかないようにしてください。

リフト中にバキューム開放機能に触
れないでください。

リフターや積載物に人が乗らないよ
うにしてください。

必要以上に高く積載物をリフトしない
でください。また、リフトされている
積載物を放置しないでください。

リフターは、積載状態および非積載
状態を問わず、人の頭上に配置しな
いでください。

通電状態のリフターの保守を⾏う前
に、電源制御機能を非作動位置にす
るか、できれば電源を切るようにし

てください。







組み⽴て

4.3) ホイスト機器のフッ
クをリフトポイント
に取り付けます（図
3D）。フックが積載
物に干渉しないよ
う、必要に応じ、リ
ギング（図 3E）を使
用します。

4.4) 出荷用コンテナーからリフターを引き上げるときにも、ホイスト機器を使用しま
す。バキュームパッドを損傷しないようにしてください。

5) 電気コネクターを接続し
ます（図 4A-B および図
4C-D）。

6) パッドカバー（図5A）を外し、後で使用できるように保管しておき
ます。

7) 22ページの「テストを⾏う」の記載に従い、テストを⾏います。

3D 3E

フックに固
定ラッチが

あることを確認し
てください（丸囲
みの部分）。

必ず、最⼤積載量とリフター重量の合計に対応す
るリギングを使用してください。

4B4A

4C 4D

5A
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使用対象
積載物の性質
リフターは、必ず下記要件に準じて積載
物を扱うようにする必要があります。

• 積載重量は最⼤積載量を超えてはなりません。
• 積載物は、平坦かつ⽐較的滑らかな接触面を持つ、非多孔性の単一材である必要が
あります。1、2積載物が高多孔性のもの、あるいは滑らかでないものかどうかを特定す
るには、22ページの「リフター /積載物互換性テスト」に記載の作業を⾏います。

• 積載物の接触面は、リフターのバキュームパッドで摩擦係数 1を得られるものである必
要があります（25 ページの「パッドと積載物の摩擦係数」を参照）。そうでない場
合、リフト能力が係数に応じて下がります。

• 積載物の表面温度は運用温度を超えてはなりません。3

• 積載物の最小⻑さおよび幅は、パッド寸法（展開時）によって決まります（3ペー
ジの「仕様」を参照）。

• 積載物の最⼤⻑および幅は、許容可能なオーバーハングに応じて定まります。4

• 1" [2.5 cm]が最⼤積載量での最⼤許容厚です。5

注記：標準のバキュームパッドは色の薄い積載物表面を変色させたり、柔らかいコーテ
ィングの積載物表面を変形させたりすることがあります。そうした表面を持つ積載物にリフ
ターを使用する前には、表面が損傷しないことをテストするようにしてください。6

1.....凹面バキュームパッドは、湾曲した積載物にも取り付けられますが、曲部がリフティング能力を低下させることがあります。詳細
についてはWPGまでお問い合わせください。

2.....「単一材」には、カーテンウォール、ガラス板ユニットなどの建築ユニットも含まれます。
3.....耐熱ラバーコンパウンドのバキュームパッドは、表面温度が高い場合でも積載物を持ち上げることができます。詳細については、

WPGまたは正規ディーラーにお問い合わせください。
4.....許容可能なオーバーハングとは、破損させることや損傷することなく、バキュームパッドを超えて横方向に積載物が突き出す程度
です。その量は、積載物の材料、厚さ、および角度に依存します。資材は異なる物理特性を持つため、許容可能なオーバーハング
は積載物の種類毎に個別に評価する必要があります。詳細については、WPGまたは正規ディーラーにお問い合わせください。

5.....許容厚は積載物の重量が減少すると増加します。詳細についてはWPGまでお問い合わせください。
6.....そうした用途に適したラバーコンパウンドをご利用頂くことも可能です。詳細については、WPG または正規ディーラーにお問い
合わせください。

爆発物や放射性物質などの危険物をリフ
トしない。
改訂 29.0/11-19 P1-DC：#35111JPN9



使用対象

運用環境
次の制限事項に照らし合わせて、リフターが運用環境に適合するかどうかを特定する必要が
あります。

• このリフターは、オペレーターに危険がおよ
ぶ可能性のある環境やリフターが損傷する可
能性のある環境での使用は意図されていませ
ん。爆発の危険性のあるものや腐食性の化学
物質など危険な物質の存在する環境は避けて
ください。

• リフターの運用環境は、運用高度および運用温度1、によって制限されます。2

• リフターは防水設計が施されていません。雨滴下な
ど不適切な条件では使用しないでください。

!!–CE–!!   現場で積載物をリフトする際は補助的な可搬保持具が必要とされます。

リフターの廃棄
運用寿命に到達した後（3 ページの「仕様」を参照）、このバキュームリフターは自治体の
規則や適用される標準規定に準じて廃棄してください。
注記：バッテリーには特別な廃棄規制が適用される場合があります。

1.....より高い場所でリフターの使用が可能な場合もありますが、真空計が緑色の範囲内に到達しない場合、リフターのリフト能力が低
下します。詳細についてはWPGまでお問い合わせください。

2 .....例外的な条件で、指定された温度範囲外でリフターが動作可能な場合もあります。詳細についてはWPGまでお問い合わせください。

リフターを危険な環境で使用
しないでください。
⾦属片や環境中の汚染物質によ
りバキュームポンプの不具合が

引き起こされる場合があります。

湿気によりリフト能力が低
下することがあります。
P1-DC：#35111JPN 改訂 29.0/11-1910



操作
リフターを使用する前に
リフターが対象の作業の実施に対応するかどうかを確認してください（3 ページの「仕様」
および 9ページの「使用対象」を参照）。次に、下記の準備作業を⾏います。

安全上の注意事項を遵守する
• 運用する地域でリフターの
運用に関わるすべての業界
規定および標準規定に基づ
いたトレーニングを受けて
ください。

• 積載物に応じて必要とされ
る注意事項については、業界団体の指針に準じてください。

点検とテストを⾏う
• 21ページの「点検スケジュール」および 22ページの「テストを⾏う」の記載に従
って作業を⾏います。

• ボウルに液体などの汚染物が入っていたり、エ
レメントが汚れていたりする場合は、エアフィ
ルターを点検してください（サービスマニュア
ルの「エアフィルターのメンテナンス」を参
照）。

• リフターが低真空警告ブザー（図1A）を備えている場合は、障害物
や障害物がある状況でも、オペレーターがリフターから最⼤距離で
離れていても、その音が明確に聞こえるようにしてください。1、2

1.....最⼤アラーム音量は 2' [60 cm] 位置で 103 dBAです。CE規格が適用される場合は、EN 7731に準じて、警告ブザーが適合しているこ
とを確認してください。

2..... 23ページの「バキュームテスト」に、この確認に役⽴つ記載があります。

本リフターを運用する前に、すべての指示と安全
上の規則に目を通してください。

必ず、適切な⾝体保護具を装着してください。

エアフィルターは定期的に
点検し、必要に応じて保守
作業を⾏ってください。

1A

必ず、ノイズに阻まれず、オペレーターの位置で警告ブザーが
聞こえるようにしてください。
改訂 29.0/11-19 P1-DC：#35111JPN11



操作

バッテリーを確認する

バッテリー充電が必要かどうかは、バッテリーゲージで確認してください（27ページの「バ
ッテリーの再充電」を参照）。1バッテリー量が緑色の範囲にない場合、リフターは使用し
ないでください。

• バルブハンドルが「取り付け」位置（ / 電源オン）にある場合、バッテリーゲージは
自動的にバッテリー量を示します。2

• バルブハンドルが「開放」位置（ /
電源オフ）にある場合、バッテリー
テストボタン（丸囲み部）を使用し
てバッテリー量を確認することがで
きます。3

1.....ポンプが作動中の場合、またはバッテリーチャージャーが AC 電源に接続されている場合、バッテリーゲージの測定値は正確では
ありません。

2.....ポンプサイクルが停止した後、バッテリー残量を正確に示すまで、バッテリーゲージは安定化に数秒を要します。
3.....バッテリー充電後にリフターが使用されていない場合、バッテリーゲージは実際のレベルより高い残量レベルを誤って示すことが
あります。この「表面電荷」は、ポンプが 1分程度作動した後に消失し、ゲージは正確な充電量を示します。

リフターを使用する前に、バッテリー
の充電状態を確認してください。
P1-DC：#35111JPN 改訂 29.0/11-1912
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パッドを積載物に取り付ける
積載物およびバキュームパッドの接触面に汚れがないことを確認してく
ださい（26ページの「パッドのクリーニング」を参照）。

積載物上でリフターの位置を設定する
1) 積載物上でパッドフレームを中央に配
置します。1

2) すべてのバキュームパッドが積載物に
取り付けられ、均等に負荷がかかる
ようにしてください。

3) バキュームパッドを積載物の表面に接
触させます。

1.....このリフターは、積載物の重心がリフターの回転軸の2" [5 cm] 以内に配置されている場合に、最⼤積載重量を扱えるよう設計され
ています。中央に配置されていない積載物は、不意に回転したり、傾いたりすることがあります。

パッド当たりの負荷容量
を考慮してください。

操作
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積載物にパッドを密着させる
図に示すように、「取り付け」（ ）位置にラッチ
するまで（図 1A）バルブハンドルを外側に引きます。

バキュームポンプがオンになり、低真空警告ライト
が点灯したままになります。低真空警告ブザーが装
備されている場合には、バキュームパッドが密閉状態になるまで低真空警告ブザーが鳴りま
す。このブザー音は正常動作です。
リフターを積載物に対してしっかりと押しつけ、パッドを密閉させます。1

真空計を確認する
真空計は、現在の真空度を正の Hgインチと負の kPaで示します。

• 緑色の範囲 (>16" Hg [-54 kPa])：真空
度は、最⼤積載物重量を持ち上げる
のに⼗分です（図 1B）。

• 赤色の範囲 (<16" Hg [-54 kPa])：真空
度は、最⼤積載物重量を持ち上げる
のに不⼗分です（図 1C）。

真空度が5" Hg [-17 kPa] に到達するまで5秒
以上かかっている場合、密閉が完了して
いないバキュームパッドを押さえるよう
にします。
パッドが密閉されると、リフターは、最⼤運用高度以上で使用されている場合を除き、リフ
トに⼗分な真空度を維持することができるはずです。2そうでない場合：

• バキュームスイッチが正しく調整されていることを確認してください（サービスマニ
ュアルを参照）。

• 必要に応じて、23ページの「バキュームテスト」を実施してください。

1.....出荷時や保管時にバキュームパッドが変形する場合がありますが、使用を繰り返すことで状態は改善されます。
2.....リフターが最⼤運用高度以上で使用されている場合（3 ページの「仕様」を参照）は、リフトに⼗分な真空度を維持できない場合
があります。詳細についてはWPGまでお問い合わせください。

1A

リフト中、バルブハンドルは「取り付け」
位置に維持します。

1B 1C

操作



操作

積載物をリフトし、移動
する

警告ライトとオプションの警告ブザーの意味
最⼤積載量のリフト
準備が完了すると、

バッテリーの充電の節約の
ため、バキュームポンプと低真空警告ライトが一時的に消灯します。
バキュームシステム内にエア漏れが⽣じた場合、バキュームポンプは必要に応じて（警告ラ
イトとともに）作動/停止し、リフトのための⼗分な真空度を維持します。注記：低真空警告
ブザーを装備している場合には、低真空警告ブザーが警告ライトに同期して作動します。

バキュームインジケーターを確認する
リフト中は、と低真空警告ライトおよび真空計
（図 1A）に留意してください。

警告ライトが点灯し、バキュームゲージが 16" Hg 
[-54 kPa] 未満のレベルを示している場合：

1) 安定した支持具に安全に降ろすことができるよ
うになるまで、全員を懸架されている積載物か
ら遠ざけてください。

2) 真空喪失の原因が特定されるまで、リフターは使用しないでください。25 ページの「パ
ッドの点検」を実施し、23ページの「バキュームテスト」を⾏ってください。

3) リフターの通常運用を再開する前に、すべての不具合を特定し、解消するようにして
ください。

積載物のリフト時、リフトバーの向き
は垂直方向である必要があります

警告装置がオフにならない場合には、絶対に積載物をリ
フトしないでください。

1A

バキュームインジケーターが完全に目視可能
な状態であることを確認してください。

インジケーターが低真空状態を警告している
間は、懸架されている積載物と距離を保つよ
うにしてください。
改訂 29.0/11-19 P1-DC：#35111JPN15



操作

リフターと積載物を制御する
リフターの準備が整った後、必要に応じてホイスト機器を
使用してリフターと積載物を持ち上げます。
コントロールハンドル（図 1Aの丸囲み部）を使用して、リ
フターと積載物を任意の位置に維持します。
⼗分なクリアランスが確保できる状態であれば、必要に応
じて積載物を移動させても構いません。

電力に不具合をきたした場合
バッテリーや電気系に不具合をきたした場合でも、バキュームリザーブタンクは一時的に真
空度を維持することができます。リフターは電力を喪失しても、最低でも5分間は積載物を保
持するよう設計されていますが、この時間は9ページの「積載物の性質」およびバキューム
パッド状況などにより異なります（25 ページの「バキュームパッドのメンテナンス」を
参照）。
安定した支持具に安全に降ろすことができるようにな
るまで、全員を懸架されている積載物から遠ざけてく
ださい。リフターの通常運用を再開する前に、すべて
の不具合を特定し、解消するようにしてください。

1A

電力の不具合が発⽣してい
る場合は、懸架されている
積載物と距離を保つように
してください。
P1-DC：#35111JPN 改訂 29.0/11-1916



操作

積載物を回転する

1) 接触する人や物がなく、積
載物を回転させる⼗分な
空間があることを確認し
ます。

2) コントロールハンドル
（図 2A の丸囲み部）を使
用して、積載物を常に制
御下におきます。

3) 回転開放レバー（図3A）を
引いて回転ラッチを開放
し、積載物を目的の方向に
回転させます。

4) 回転を止めるには、レバー
を離し、次の停止位置まで
積載物を誘導します。

注記：回転が必要とされない場
合には、回転ラッチが掛かって
いる状態を維持し、積載物の損
傷や怪我を防止するようにして
ください。

前述の記載の通り、積載物が適正にリフターに配置されて
いることを確認してください。
回転ラッチと傾斜ラッチは絶対に同時に外さないでくださ
い。積載物の損傷や怪我の原因になります。

2A

3A

積載物のバランスがと
れていない場合、ラッ

チが外されたときに予期しな
い回転が発⽣することがあり
ます。
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操作

積載物を傾ける

1) 接触する人や物がなく、積載物
を傾ける⼗分な空間があること
を確認します。

2) コントロールハンドル（図2Aの
丸囲み部）を使用して、積載物
を制御状態におきます。

3) パッドフレームがラッチされて
いる場合、傾斜開放レバー（図
3A）を引き、傾斜ラッチを開
放します。必要に応じて積載物
を傾けます。

注記：許容可能なオーバーハングに
ついては、9 ページの「積載物の性
質」を参照してください。
オーバーハングのある積載物につい
ては、水平位置に接近したときにコ
ントロールハンドルを開放しなけれ
ばならない場合があります。その場
合は、ハンドカップ（図 4Ａの丸囲み
部）などの適切な手段を用いて積載
物を制御してください。
注記：パッドフレームは垂直位置に
傾くと、自動的にラッチが掛かります。

前述の記載の通り、積載物が適正にリフターに配置されて
いることを確認してください。
回転ラッチと傾斜ラッチは絶対に同時に外さないでくださ
い。積載物の損傷や怪我の原因になります。

3A

2A

積載物のバランスがとれて
いない場合、ラッチが外さ

れたときに予期しない傾斜が発⽣
することがあります。

4A
P1-DC：#35111JPN 改訂 29.0/11-1918



操作

積載物からパッドを開放する

1) レバーを押してラッチを開放し、図に示すように、バ
ルブハンドルを「開放」（ ）位置に向け内側に押し
ます（図 1A）。

2) その他の積載物をリフトする前に、リフトの動作毎の点検を⾏ってください（21 ペー
ジの「点検スケジュール」 を参照）。

リフターの使用後
1) バルブハンドルを「開放」位置（ /電源オフ）にしておきます。
2) 必要に応じて、その日の作業後にバッテリーを充電してください（27ページの「バッ
テリーの再充電」を参照）。1

3) ホイスト機器を使用して、リフターを安定した支持台の上にゆっくり降ろします。次
に、リフトポイントからホイスト機器のフックを外します。
注意：バキュームパッドを汚したり、損傷させたりする可能性のある表面はリフター
に適用しないでください。
注記：コントロールハンドルは、吊り下げられていない、積載物の
搭載がない状態のリフターを保持するために使用することができま
す（図 2A）：リフターが適切な支持具に対してしっかりと傾いてい
ることを確認してください。

4) リフターを輸送する場合は、元の輸送用コンテナに元の固定具また
は同等のもので固定してください。

1.....バッテリー寿命を最⼤限に延ばすため、使用後は速やかに充電してください。

1Aバキュームパッドを離す前に、積載物が静止し、完
全に安定した状態にあることを確認してください。

パッドが完全に解放されるまでリフターを動かさないでください。積載物の損傷や
怪我の恐れがあります。

2A
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操作

リフターを保管する

1) 付属のカバー（図 1B）を使用してバキュームパッドを清
潔に保ちます。

!!–CE–!!   ⽐較的水平な表面でリフターが傾かないようにする
には、バキュームパッドを汚れがなく、滑らかで平らな表面に表向きに置きます。リフトバ
ーを降ろし、リフトポイントの下に保持具を配置します。

2) バッテリーを完全に充電し、6ヶ月毎に繰り返します（27ページの「バッテリーの再
充電」を参照）。

3) 電気コネクターを外し（図 3A-Bおよび図 3C-E）、バッテリー放電を防止します。
4) リフターは、清潔で乾燥した場所に保管してください。バッテリーは、32°〜 70°F [0〜

21°C] の温度範囲で保管してください。100°F [38°C] を超える温度での保管は⾏わないで
ください。

1B

3A 3B

3C 3D 3E
P1-DC：#35111JPN 改訂 29.0/11-1920



点検およびテスト
点検スケジュール
次のスケジュール頻度で点検を⾏います。不具合が⾒つかった場合は、リフターを使用する
前に、次に予定されている点検を⾏ってください。
注記：リフターを2週に一度より少ない頻度で使用する場合は、リフターを使用する前に必ず
⻑期点検を⾏ってください。

点検内容 リフト動作
毎の点検

中期点検1
（20〜 40
時間毎）

1......中期点検はリフターを 1ヵ月以上運用しなかった場合にも⾏う必要があります。

⻑期点検2
（250〜 400
時間毎）

2......⻑期点検はリフターを 1年以上運用しなかった場合にも⾏う必要があります。⻑期点検の記録はすべて残すようにしてください。修理を要す
る場合は、必要に応じて、リフターをWPG社または正規ディーラーに返送してください（29ページの「限定的保証」を参照）。

バキュームパッドに汚れや損傷がないことを確認します
（25ページの「パッドの点検」を参照）。   

積載物の表面に汚れや異物がないことを確認します。   

制御機能とインジケーターに損傷がないことを確認します。   

バッテリーが⼗分に充電されているか確認します（12 ペー
ジの「バッテリーを確認する」を参照）。   

リフターの構造に損傷がないことを確認します。  

バキュームパッド、固定具、ホースなども含め、バキューム
システムに損傷がないことを確認します。  

エアフィルターに整備が必要な状態になっていないか確認し
ます（サービスマニュアルの「エアフィルターのメンテナン
ス」を参照）。

 

23ページの「バキュームテスト」の作業を⾏います。  

リフターの動作中、異常な振動やノイズがないことを確認し
ます。  

リフター全体に次のような不具合の兆候がないことを確認し
ます。
• 緩み、過度の摩耗、または過度の腐食
• 変形、ひび割れ、構造部品上の凹みや機能部品上の凹み
• バキュームパッドやホースの切れ目
• その他の危険な状態



運用する地域で関係するあらゆる規則および標準規定に基づ
き、電気系全体に、危険な状態をもたらす可能性のある損
傷、摩耗、汚れなどがないことを確認します。
注意：各電気部品の清掃は、規則や基準に準じた適切な方法
を用いてください。不適切な清掃は、部品を損傷させる恐れ
があります。



改訂 29.0/11-19 P1-DC：#35111JPN21
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